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まずは1分間やってみよう！

２学期は、中学校生活の１年間で行事も多く、その学年で求められる力をじっくりと身に付けていく学期

です。とくに体育祭・合唱祭では、力を合わせることの素晴らしさを実感してもらいたいです。３年生は自

分自身の人生を考える学期だからこそ、一生懸命に取り組む姿を見せて、後輩を引っ張ってくれることを期

待します。また、部活動では３年生が引退し、１・２年生へとバトンタッチされ、はや一か月が過ぎました。

夏休み中の努力の成果を、市中体連新人大会で発揮してほしいと思います。

とはいえ、長い夏休み明けで、なかなか調子が出ない、思うように取り組めない時にどうしたらよいか、

その対処方法を始業式で紹介しました。

その方法とは。「とりあえず１分間だけ」と思って取り組む方法です。

私たちが、「やるのは嫌だなあ。」と思うのは、やることそのものが「好きではない」ということもありま

すが、そのことをずっと続けなければならないということも大きいのです。だから、嫌なことも「ほんのち

ょっとだけやればいい」と思って始めれば、そんなに大変では

ありません。

でも、そうすると、「いつも１分間だけやって終わりにしてし

まって、結局はできないのではないか？」と心配する人もいる

と思います。しかし、人は、いったん何かを始めてしまうと、

意外にそれが続けられてしまうのです。始めることが一番難

しいのです。だから、「続けられるかどうか」よりも、「１分間

だけやろう」と軽い気持ちで始めることの方が大切なのだと伝

えました。

「習慣は第二の天性」という言葉があります。特に勉強につい

ては、決まった時間に、きまった場所で取り組むことを心がけさ 桐生市総合体育大会水泳部

せてほしいです。

ありがとうございます！

同窓会より掃除機３台が寄贈されました

梅田中学校の校舎内がきれいになるようにと、

梅田中学校同窓会より業務用掃除機が３台寄贈

されました。

生徒数減少のため、校内清掃も思うように取

り組めませんでしたが、寄贈いただいた３台の

掃除機を活用（各フロアに１台）し、校舎内が

よりきれいになるように取り組んでいきたいと

７月２９日に行われた寄贈式 思います。

写真左より、同窓会 前原 副会長・佐藤 副会長 梅田中学校同窓会のみなさま、

糸井 会長、生徒会 峯岸 会長・今 副会長 ありがとうございます。



夏休み中の活動！

いじめ防止フォーラム
８月２日（火）に、桐生みどり地区いじめ防止フォ

ーラムが開催されました。当初、みどり市笠懸公民館

で開催予定でしたが、コロナウイルス感染症拡大に伴

い、リモートでの開催となりました。

梅田中学校からは、２年生の 橘 千都さんが参加し、

体験型ＷＥＢ教材をもとに「ＳＮＳのトラブルの対処

法」や「互いを大切にし合うＳＮＳのマナー」等につ

いて考えた後で、「私たちは、表に出せない相手の気

持ちを理解し、自分の行動を考えることで、お互いを

大切にし合う関係づくりに取り組みます！」といった

テーマで班別協議を行いました。

他校の発表画面

ＪＲＣリーダー研修会
８月８日(月)に、桐生地区ＪＲＣリーダー研修会が開催

されました。こちらの行事もコロナ感染症の拡大に伴いリ

モートでの開催です。

梅田中学校からは、２年生の天利 大誠くん・櫻井 空花

さん、３年生の村岡 蓮司くん・朽津 いろは さんが参加し

ました。この研修会では、梅田中学校が中学校を代表して

「あいさつ運動」「あたりまえ活動（「あたりまえにできる

こと」と思えることを目標にして、毎日チェック）」「クリ

ーン作戦」「募金活動」といった梅田中学校の取組について

発表しました。

研修会の様子

夏休み中の大会等の結果

高崎市浜川体育館で、群馬県総合体育大会卓 ８月１８日（土）太田市藪塚本町文化ホール

球大会が開催され、７月３０日（土）個人戦、 で、「少年の主張 東毛地区大会」が開催され

３１日（日）ダブルス戦が行われました。 ました。桐生市の代表として、校内弁論大会

結果は以下の通りです。 以上に堂々とした発表でした。

《 群馬県総合体育大会卓球大会 》 《 少年の主張

男子個人の部 東毛地区大会 》
小島 悠禅くん ３回戦進出

後藤 咲くん １回戦惜敗 優秀賞 「矛盾した愛情」

蛭間 翔琉くん ３回戦進出 ３年 今 綺乃さん

男子ダブルスの部

小島 悠禅くん・蛭間 翔琉くん

準々決勝進出（ベスト８)


